
J
I
C
A
は
若
者
と
向
き
合
っ
て
話

を
聞
く
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
育

成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
2
0
1
7

年
に
開
始
し
、
日
本
の
国
家
資
格
で
あ

る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
資
格
で

採
用
さ
れ
て
い
る
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
の

6
ス
テ
ッ
プ
」
を
指
導
。
基
本
と
な
る

の
が
、1
番
目
の
自
己
理
解
だ
。「
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
話
し
な
が
ら
、

自
分
は
ど
ん
な
仕
事
に
興
味
が
あ
る
の

か
を
理
解
す
る
の
が
最
初
の
ス
テ
ッ
プ

で
す
」
と
笠
井
さ
ん
は
言
う
。

　
ア
ン
マ
ン
第
一
雇
用
事
務
所
の
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
サ
ミ
ー
ラ
・
ザ

バ
ー
デ
ィ
さ
ん
は
、「
以
前
は
求
職
者

に
こ
の
仕
事
に
就
き
な
さ
い
と
一
方
的

　
ヨ
ル
ダ
ン
は
天
然
資
源
が
少
な
く
、

周
辺
国
の
政
情
不
安
や
難
民
受
け
入
れ

の
影
響
で
経
済
的
に
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
人
口
の
70
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
を
29
歳
以
下
の
若
年
層
が

占
め
る
が
、
こ
の
世
代
の
失
業
率
は
世

界
平
均
の
2
倍
以
上
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
J
I
C
A
専
門
家
の
笠
井
千
賀
子

さ
ん
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
社
会
的
な
風
潮

も
離
職
率
が
高
い
要
因
で
あ
る
と
指
摘

す
る
。

「
ヨ
ル
ダ
ン
の
若
者
は
、
両
親
に
将
来

の
学
部
や
仕
事
を
決
め
ら
れ
て
、
そ
の

通
り
に
生
き
る
の
が
当
た
り
前
と
考
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
親
の
言
う
通
り
に

就
職
し
て
も
、
自
分
の
好
き
な
仕
事

じ
ゃ
な
い
か
ら
結
局
辞
め
て
し
ま
う
と

い
う
人
も
多
い
よ
う
で
す
」

　
こ
う
し
た
状
況
を
変
え
る
た
め
、

に
言
う
だ
け
で
し
た
が
、
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
自
分
が
間
違
っ

た
や
り
方
を
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
今
は
求
職
者
が
話
を
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い

ま
す
」
と
意
識
の
変
化
を
語
る
。

　
さ
ら
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
合
同

会
社
説
明
会
や
企
業
内
研
修
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
も
企
画
。
ア
ン
マ
ン
郊
外

の
ペ
ト
ラ
大
学
で
は
昨
年
、
約

7
2
0
0
人
の
学
生
の
う
ち
約

2
2
0
0
人
が
こ
れ
ら
の
活
動
に
参

加
す
る
な
ど
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
と
向

き
合
う
若
者
が
着
実
に
増
え
て
き
て
い

る
。

アンマン第一雇用事務所
キャリアカウンセラー兼
キャリアカウンセリングトレーナー
サミーラ・ザバーディさん
「キャリアカウンセリングでは学生や
求職者を笑顔で迎え、辛抱強く話を
聞くように心がけています。私自身も
明るい性格に変わりました」

「就職した卒業生に在校生が相談で
きるネットワークづくりにも取り組んで
います。卒業生も母校に貢献する活
動を増やしたいと意欲を見せてくれて
います」

プロジェクト副チームリーダー
笠井千賀子（かさい・ちかこ）さん

学生たちが夢を書きこむポス
ター。「中東最高のプログラ
マー」「弁護士」「ファッショ
ンモデル」など、自由に自分
の考えを表現。

「キャリア形成の6ステップ」。１自己理解、２仕
事理解、３啓発的経験、４意思決定、５方策の
実行、６新たな仕事への適応、からなる。

あなたが
本当にやりたい
仕事は？

中東
深まる日本との絆

特集

JICAの研修を受けたペトラ大学のキャリアカウンセラー、ソンドス・サーレハ・アルキ
スワーニさん（右）が、学生の相談を受ける。

適職に導く
キャリアカウンセリング
案件名 若年層へのキャリアカウンセリング能力向上プロジェクト

2017年4月〜2020年4月

ヨルダン

中
東
地
域
は
若
者
が
多
い
。

若
者
の
力
に
よ
る
将
来
の
発
展
に
期
待
が
か
か
る
が
、

教
育
水
準
の
向
上
、産
業
の
多
角
化
、就
業
機
会
の
拡
充
が
必
要
だ
。

J
I
C
A
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

新
し
い
世
代
の
活
躍
を
後
押
し
し
て
い
る
。

パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る

 
若
者
た
ち
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エ
ジ
プ
ト
で
は
学
生
数
の
急
増
で
教
員

一
人
当
た
り
の
学
生
の
数
が
増
え
、
教
育

の
質
が
低
下
。
大
学
の
授
業
は
座
学
が
中

心
で
、
研
究
資
機
材
の
不
足
か
ら
研
究
活

動
も
十
分
に
行
え
て
い
な
い
。
そ
こ
で
エ

ジ
プ
ト
政
府
は
2
0
1
0
年
に
、「
少
人

数
、
大
学
院
・
研
究
中
心
、
実
践
的
か
つ

国
際
水
準
の
教
育
提
供
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
す
る
「
エ
ジ
プ
ト
日
本
科
学
技
術

大
学
（
E-

J
U
S
T
）」
を
新
設
し
、

J
I
C
A
の
協
力
を
得
て
、
日
本
の
大

学
と
と
も
に
日
本
型
の
工
学
教
育
の
特
徴

を
生
か
し
た
大
学
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　
E-

J
U
S
T
か
ら
は
こ
れ
ま
で
に

1
6
4
名
の
工
学
博
士
と
1
0
8
名
の

「E-JUSTのような新しい大学で学
ぶことには不安もありましたが、科
学技術で世界の最先端にある日
本の教育システムを取り入れてい
る大学と知り、進学を決めました。
　専攻は産業・製造工学です。
研究室には日本の支援を活用し
て整えられた十分な設備があり、

不自由なく研究ができています。ま
た、E-JUSTは多くの日本の大学と
パートナーシップを結んでおり、卒
業後にさまざまな可能性が開かれ
ているのを実感しています。いずれ
は大学院に進学して修士号を取
得し、自分の会社を立ち上げたい
と思っています」

エジプト日本科学技術大学 工学部3年生
ラーマ・エルベハリさん

　
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ガ
ザ
地
区
は
長
年
に

わ
た
っ
て
人
や
物
の
出
入
り
が
制
限
さ

れ
た
結
果
、
経
済
や
生
産
活
動
が
停
滞

し
て
い
る
。
大
学
進
学
率
は
5
割
を
超

え
る
た
め
優
秀
な
人
材
は
豊
富
だ
が
、

若
者
の
失
業
率
は
7
割
に
も
達
し
、
将

来
の
希
望
を
描
け
ず
に
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
な
ん
と
か
し
よ
う

と
雇
用
機
会
の
創
出
を
目
指
し
て
い
る

の
が
、
世
界
各
地
で
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
展
開
し
て
い
る
日

本
企
業
の
モ
ン
ス
タ
ー
・
ラ
ボ
だ
。

2
0
1
7
年
に
J
I
C
A
の「
S
D
G
s

ビ
ジ
ネ
ス
調
査
」
に
採
択
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
現
地
で
事
業
を
始
め
る
た
め
の
準

ユニ・チャームのエジプト工場。中東
地域ではサウジアラビアについで2
番目の進出となる。JICAの協力で、エルアラビ社の敷地内

に新設されたエルアラビ技術高校。

ユニ・チャーム エジプト工場のみなさん。左の2人が実習生のロマニー・シャクリさんとハテム・
モハメッドさん。右端は工場長の三宅修さん。

エルアラビ技術高校の機械科の授
業。実習時間が多いのが特徴だ。奥
はJICA専門家の宮本滋さん。

技術高校の生徒たちは週に2日、工場で実習生
として働く。「学んだことがすぐに実践できる」と
好評。

東芝の洗濯機の製造ラインで働く技術
高校の生徒たち。

　
日
本
の
工
業
高
校
に
あ
た
る
エ
ジ
プ

ト
の
技
術
高
校
で
は
、
卒
業
生
の
失
業

率
が
高
い
（
2
0
1
7
年
は
42
・
7

パ
ー
セ
ン
ト
）。
授
業
が
座
学
中
心
で

実
習
の
機
会
が
少
な
く
、
時
間
厳
守
な

ど
の
規
律
を
守
れ
な
い
生
徒
も
多
く
、

せ
っ
か
く
就
職
し
て
も
即
戦
力
に
な
ら

な
い
こ
と
が
高
い
失
業
率
の
原
因
と
考

え
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
J
I
C
A
は
実
習
、
安
全

管
理
、
整
理
・
整
頓
・
清
掃
な
ど
を
重

視
し
た
日
本
式
教
育
を
導
入
す
る
た
め

の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
17
年
に

ス
タ
ー
ト
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
企
業

へ
の
実
習
生
の
派
遣
を
通
じ
て
、
技
術

高
校
と
受
け
入
れ
企
業
の
連
携
強
化
を

行
っ
て
い
る
。

日
本
企
業
で
の
実
習

　
紙
お
む
つ
な
ど
の
衛
生
用
品
を
製

造
・
販
売
す
る
日
本
企
業
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー

ム
は
、
13
年
か
ら
エ
ジ
プ
ト
で
工
場
を

運
営
。
約
6
0
0
人
の
従
業
員
の
ほ
ぼ

す
べ
て
が
エ
ジ
プ
ト
人
で
、
近
隣
の
オ

ブ
ー
ル
技
術
高
校
か
ら
の
実
習
生
47
人
も

受
け
入
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
週
の
う
ち
2

〜
3
日
は
学
校
で
学
び
、
残
り
を
工
場
で

働
い
て
給
料
も
受
け
取
る
。

日本式教育で生徒たちは規律
を学び、人格も形成され、彼らの
家族にもいい影響を与えていま
す。私たちの誇りです。別の工
場の敷地でも今の2倍の規模の
新しい技術高校をつくろうと計画
しています。

エルアラビCEO兼会長
モハメッド・エルアラビさん

　
工
場
長
の
三
宅
修
さ
ん
は
「
以
前
は

離
職
率
が
高
く
、
時
間
管
理
や
掃
除
な

ど
基
本
的
な
行
動
や
モ
ラ
ル
が
な
か
な

か
定
着
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
は
り
若

い
世
代
へ
の
教
育
が
必
要
だ
と
思
い
、

実
習
生
の
受
け
入
れ
を
始
め
ま
し
た
。

実
習
生
は
非
常
に
や
る
気
が
あ
り
、
優

秀
で
す
」と
語
る
。
実
習
生
の
ハ
テ
ム
・

モ
ハ
メ
ッ
ド
さ
ん
は
「
最
初
は
朝
早
い

始
業
や
制
服
に
戸
惑
い
は
あ
っ
た
け
ど
、

そ
れ
が
ベ
ス
ト
な
や
り
方
だ
と
理
解
し

ま
し
た
。
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
が
工
場

で
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
の
で
、
知
識
が

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
身
に
つ
き
ま
す
」

と
目
を
輝
か
せ
る
。

ど
ん
欲
に
取
り
組
む

　
東
芝
や
シ
ャ
ー
プ
な
ど
世
界
の
14
社

と
提
携
し
て
製
造
を
請
け
負
う
大
手
家

電
メ
ー
カ
ー
、
エ
ル
ア
ラ
ビ
は
、
18
年

11
月
に
自
社
工
場
の
敷
地
内
に
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
下
、
エ
ル
ア
ラ
ビ
技
術

高
校
を
新
設
。
現
在
、
約
3
0
0
人

の
生
徒
た
ち
が
同
校
で
学
び
な
が
ら
工

場
で
働
い
て
い
る
。
J
I
C
A
専
門

家
の
宮
本
滋
さ
ん
は
工
業
高
校
の
元
教

師
で
、
現
在
は
こ
の
技
術
学
校
で
教
員

へ
の
研
修
を
担
当
。「
生
徒
も
先
生
も

ど
ん
欲
に
知
識
を
吸
収
し
よ
う
と
い
う

姿
勢
が
見
ら
れ
ま
す
」
と
熱
気
を
肌
で

感
じ
て
い
る
。

　
産
業
の
礎

い
し
ず
えと
な
る
人
材
を
育
む
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
、
現
地
で
活
躍
す
る
日
本

企
業
や
エ
ジ
プ
ト
経
済
の
成
長
を
後
押

し
す
る
原
動
力
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

将来は
エンジニアになって
活躍したい

エルアラビ技術高校

エルアラビ

オブール技術高校

ユニ・チャーム

E-JUSTは学生の実践的・創造的
な研究能力を養うことに力を入れ
ており、講義・演習・実験が一体と
なった少人数制の教育が行われて
いる。

2019年11月に開所した新キャンパス。中東やアフリカの留学生も受け入れ、国際色豊かな環境にある。

大学でITを学ぶパレスチナの学生たち。「新し
い技術を積極的に学ぼうとする姿勢がある」と
鮄川さんは話す。

パレスチナ自治政府関係者とのミーティング。
ガザ地区は人や物の出入りが制限されており、
政治的な背景もあって外国企業がビジネスを行
うことは容易でない。

若者が活躍できる
場所を

一緒につくります

ITの力で
ガザ地区に雇用を

案件名 難民等の雇用・人材育成を通じた経済的自立のための
ソフトウェア開発ビジネス（SDGsビジネス）調査
2018年6月～2020年6月

中東
深まる日本との絆

特集

工
学
修
士
が
誕
生
。
教
員
一
人
当
た
り
の

国
際
学
術
誌
へ
の
論
文
採
録
数
が
エ
ジ
プ

ト
国
内
で
1
位
に
な
る
な
ど
、
大
き
な
成

果
を
生
ん
で
い
る
。
17
年
9
月
に
は
、
そ

れ
ま
で
の
工
学
系
大
学
院
に
加
え
、
新
た

に
工
学
部
と
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
・
人
文
学
部

を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
産
業
界
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
エ
ジ
プ
ト
に
、
経
済
の
成
長
と
発
展

を
け
ん
引
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
土
壌

が
育
ち
つ
つ
あ
る
。

　
E-

J
U
S
T
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
国
内

の
み
な
ら
ず
中
東
の
他
国
や
ア
フ
リ
カ

か
ら
の
留
学
生
も
集
ま
っ
て
き
て
い
る
。

J
I
C
A
の
協
力
で
育
っ
た
人
材
は
、
日

本
に
と
っ
て
も
大
き
な
財
産
と
な
る
だ
ろ
う
。

備
を
行
っ
て
き
た
。
社
長
の
鮄い

な
が
わ川
宏
樹

さ
ん
は
「
人
や
物
の
移
動
を
伴
わ
ず
に

ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
る
の
が
I
T＊
1

の
強

み
。
封
鎖
さ
れ
た
状
況
下
で
も
雇
用
が

つ
く
り
出
せ
る
は
ず
で
す
」
と
話
す
。

「
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
は
政
治
的
解
決
が

最
も
重
要
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
待
っ
て
い
て
は
、

い
ま
目
の
前
に
あ
る
問
題
を
解
決
で
き

ま
せ
ん
。
現
在
は
試
験
的
な
事
業
を
始

め
る
道
筋
を
模
索
し
て
い
る
段
階
で
す

が
、
や
が
て
は
現
地
の
人
び
と
の
生
活

の
向
上
に
貢
献
す
る
起
業
家
や
技
術
者

が
巣
立
っ
て
い
く
よ
う
な
組
織
を
つ

く
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

ガザ地区のテックハブ（＊2）を訪れた鮄川さん（左から２人目）らモ
ンスター・ラボの面々。既存の組織との協業でモンスター・ラボ
の仕事を請け負うチームをつくるスキームも検討している。

＊2 起業家や技術者向けのオープンな共同作
業拠点。技術や情報の共有が活発に行われる。

教育が拓く
未来の
イノベーション

案件名 エジプト日本科学技術大学（E-JUST）
プロジェクトフェーズ3
2019年2月〜2024年1月

エジプト

パレスチナ

＊1 情報技術（Information Technology）

エジプト

文●光石達哉　写真●阿部雄介

若く優秀な人材を
育てる！

技術高校×企業

若者たちの力を社会で生かすために、
エジプトの技術高校と企業が連携した

人材育成が行われている。

即戦力

案件名 技術教育改善プロジェクト
2017年4月～2020年12月

19 February 2020


